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第
四
百
十
八
回 

 

青
葉
会 

句
会
報 

令
和
三
年
二
月
二
十
五
日
（
木
） 

WEB

句
会 

選 
 

者 
 

川
口
孤
舟 

投
句
・
選
句 
伊
賀
山
そ
ら
お 

今
井
紀
久
男 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

小
早
健
介 

在
間
千
恵 

 
佐
藤
た
だ
し
げ 

朱
牟
田
恵
洲 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

中
川
雅
夫 

長
谷
見
び
ん 

福
島
正
明 

 

古
田
昇 
星
田
啓
子 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

 

安
部
眞
希
子 
重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
敏
郎 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

松
崎
浩 

村
田
く
に
子 

 

山
本
三
恵 

 

 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

九
点 

 

酒
よ
り
も
酒
の
座
恋
し
春
寒
く 

 
 
 
 
   

恵
洲 

 
 
  

 
(

紀
・
健
・
忠
・
千
・
孝
・
ゆ
・
允
・
び
・
浩
） 

 
 
 
 
 
 
 

八
点 

 

受
験
子
の
父
に
借
り
た
る
腕
時
計 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

（
眞
・
紀
・
龍
・
堂
・
昇
・
啓
・
〇
天
・
三
） 

 
 

校
庭
に
搾
油
小
屋
あ
り
島
椿 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
  

（
紀
・
眞
・
恵
・
ゆ
・
允
・
正
・
亜
・
け
） 

 
 
 
 

廃
校
の
備
品
貼
り
出
す
村
の
春 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
そ
・
紀
・
眞
・
堂
・
雅
・
〇
正
・
く
・
天
） 

◎
窓
少
し
開
け
立
春
の
朝
に
触
る 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

（
紀
・
〇
孤
・
孝
・
ゆ
・
隆
・
く
・
〇
亜
・
け
） 

 
 
 
 
 
 
 

七
点 

◎
夢
に
し
か
逢
え
ぬ
人
見
ぬ
今
朝
の
春 

 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 

（
紀
・
孤
・
千
・
〇
龍
・
隆
・
浩
・
く
） 

 
 

ゆ
っ
く
り
と
話
か
け
つ
つ
雛
飾
る 

 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 

（
紀
・
孝
・
堂
・
雅
・
允
・
昇
・
天
） 

 
 
 
 
 
 
 

六
点 

 

細
枝
の
揺
れ
て
鴬
飛
び
去
り
ぬ 

 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 
 
 

（
紀
・
千
・
雅
・
啓
・
浩
・
け
） 

・
・
・
間
近
で
見
た
枝
先
の
鴬
の
姿
が
忘
れ
が
た
い 

 
 

紫
雲
英
野
に
寝
転
び
宙
の
深
さ
か
な 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

（
紀
・
〇
五
・
恵
・
龍
・
堂
・
三
） 

 

◎
囀
り
や
保
育
園
児
の
長
い
列 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 
 
 

（
紀
・
孤
・
忠
・
雅
・
隆
・
〇
規
） 

 
 
 
 
 
 

五
点 

 

冴
返
る
弟
余
命
二
年
と
や 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

  
 
 
 

（
健
・
忠
・
隆
・
び
・
盛
） 

 
 
 

 
 
 

・
・
・
大
腸
の
末
期
癌 

 

◎
菜
の
花
や
お
染
久
松
三
味
に
乗
り 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
  

 
 

（
孤
・
五
・
〇
健
・
た
・
敏
） 

 
 
 
 

 

・
・
・
文
楽
「
野
崎
詣
り
」 

 
 

万
病
と
親
し
く
な
り
ぬ
老
い
の
春 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

（
そ
・
紀
・
隆
・
正
・
規
） 

鳶
の
輪
の
大
き
く
傾
ぎ
風
光
る 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
  

  

（
〇
紀
・
五
・
健
・
〇
恵
・
雅
） 

 
 
 
 

日
脚
伸
ぶ
迷
ひ
し
鉢
の
置
き
所 

 
 
 
 
 
  

堂
哉 

 
  

 
 

（
〇
そ
・
紀
・
孝
・
び
・
〇
浩
） 

 
 四

点 
 

恵
方
巻
き
春
来
る
方
に
口
を
開
け 

 
 
 
 
 

忠
彦          

（
紀
・
隆
・
〇
昇
・
盛
） 

 
 

か
ぎ
ろ
ひ
の
草
原
を
発
つ
熱
気
球 

 
 
 
 

  

孤
舟 

 
 
 
 

（
そ
・
紀
・
五
・
亜
） 

春
寒
し
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
の
鳴
り
止
ま
ず 

 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
紀
・
忠
・
規
・
啓
） 

 
 
 

◎
こ
の
古
道
往
け
ば
鎌
倉
梅
眞
白 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
  

 
 

（
紀
・
孤
・
恵
・
く
） 

 
 
 
 

平
坦
（
た
い
ら
）
な
る
道
に
躓
き
春
寒
し 

  
 

恵
洲 

 
  

 
 

（
紀
・
た
・
ゆ
・
啓
） 

 
 
 

 
 

楽
友
や
句
友
や
如
何
に
春
を
待
つ 

 
 
 
 

 
 

堂
哉 

 
 

  
 

（
紀
・
健
・
正
・
く
） 

 
 

 
  

剪
定
を
終
へ
し
庭
師
と
酒
談
義 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
紀
・
五
・
た
・
允
） 
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種
を
蒔
く
手
の
し
な
や
か
に
見
と
れ
お
り 

      

ゆ
た
か 

 
 
  

 
   

（
紀
・
忠
・
孝
・
敏
） 

 
 

 
◎
下
萌
に
若
き
日
想
う
里
の
道 

 
 
 
 
 
 
 
      

雅
夫 

 
 
 
 
  

  

（
紀
・
孤
・
〇
孝
・
ゆ
） 

 
◎
雛
出
せ
ば
座
敷
の
奥
に
入
る
日
差 

 
 
 
 
 
      

仝 
 
 
 
 
 
  

（
紀
・
孤
・
恵
・
盛
） 

半
音
上
げ
て
終
わ
る
コ
ー
ラ
ス
春
う
ら
ら 

 
 
  

 
 

正
明 

 
 
 
 
     

（
紀
・
く
・
〇
け
・
三
） 

◎
風
強
く
潮
を
押
し
来
て
波
の
花 

 
 
 
 
 
 
 
  

啓
子 

 
 
 
 
 
  

（
そ
・
紀
・
孤
・
允
） 

派
手
な
縞
つ
い
買
ひ
に
け
り
春
の
シ
ャ
ツ 

 
 
      

亜
也 

 
 
 
 
  

  

（
紀
・
龍
・
天
・
〇
盛
） 

 
 

諍
（
い
さ
か
）
ひ
て
離
れ
て
投
げ
足
下
萌
ゆ
る 

  

け
い
子 

 
 
 
 
 
 

（
紀
・
眞
・
恵
・
亜
） 

 
 
 
 

春
寒
や
夢
二
の
女
（
ひ
と
）
の
長
き
首 

 
 
 
      

仝 
 
 
 
 
  

 

（
紀
・
〇
堂
・
正
・
啓
） 

 
 
 
 

春
う
ら
ら
病
院
帰
り
は
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー 

 
 
 
 
  

天
牛 

 
 
 
 
 
  

（
紀
・
〇
眞
・
千
・
亜
） 

 
 
  

春
の
雪
我
が
故
郷
も
皆
老
い
る 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

仝 
 
 
 
 
 
 

（
そ
・
紀
・
忠
・
び
） 

 
 三

点 
 
 

い
つ
の
間
に
届
か
ぬ
高
さ
辛
夷
咲
く 

 
 
 
 
  

五
郎
太 

 
 
 
 
 
 

（
紀
・
亜
・
け
） 

 
 
 

 

魯
山
人
み
む
と
春
陽
に
誘
わ
れ
て 

 
 
 
 
 
 

 
 

千
恵 

 
 
 
 
 
 

（
紀
・
び
・
三
） 

 
 
 
 

デ
コ
ポ
ン
の
こ
ぶ
を
ざ
っ
く
り
春
近
し 

 
  

 
た
だ
し
げ 

 
 
 
 
 
 

（
紀
・
昇
・
け
） 

 
 

雨
戸
繰
る
実
に
立
春
や
日
の
光 

 
 
 
 
 
 
 
  

堂
哉 

 
 
 
 
 
 

（
紀
・
〇
啓
・
浩
） 

 
 
 

「
い
ざ
ワ
ク
チ
ン
」
と
蟇
穴
を
出
づ
世
は
眩
し 

 
 
 

び
ん 

 
 
 
 
 
  

（
紀
・
啓
・
三
） 

 
 
 
 

遠
出
せ
ず
隣
の
庭
の
梅
を
愛
づ 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

昇 
 
 
 
 
 
 

（
紀
・
ゆ
・
盛
） 

 
 
 
  

二
点 

 

梅
見
頃
句
も
詠
み
た
し
と
ワ
ン
カ
ッ
プ 

 
 
 

 

紀
久
男 

 
 
 
 
 

 
 

（
昇
・
浩
） 

 
 
 
 

仁
左
・
玉
三
郎
（
た
ま
）
の
二
月
歌
舞
伎
座
大
入
り
に 

仝 
 
 
 
 
 
  

（
敏
・
び
） 

 
 

長
老
が
建
国
の
日
に
国
乱
し 

 
 
 
 
 
 
 
  

忠
彦 

 
 
 
 
    

（
紀
・
眞
） 

 

古
池
へ
鳥
獣
戯
画
の
蛙
跳
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
  

孤
舟 

 
 
 
 
 
  

（
紀
・
〇
千
） 

 
 
 
 

春
昼
や
好
き
な
ア
リ
ア
に
浸
り
け
り 

 
 
 
 
  

千
恵   

           

（
紀
・
龍
） 

 
 
 
 

春
宵
の
一
人
酒
か
な
誕
生
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

仝 
 
 
 
 
 
  

（
紀
・
敏
） 

 
 
 

◎
ひ
っ
そ
り
と
生
垣
に
咲
く
寒
椿 

 
 
 
 
  

た
だ
し
げ 

 
 
 
 
 
  

（
孤
・
規
） 

 
 
 
 

酒
酌
む
も
耳
の
遠
さ
よ
春
夕
べ 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 
 
  

（
紀
・
〇
三
） 

 
 
 
 

駆
け
回
る
幼
児
の
笑
み
春
の
空 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝  
 
 
 
  

  

（
〇
た
・
規
） 

 
 

 
 

師
を
お
く
る
温
き
日
差
し
に
恩
懐
う 

 
 
 
 
 

 
 

雅
夫 

 
 
 
 

 
 
 

 

（
紀
・
敏
） 

 
 

 
 

 

・
・
・
私
の
古
文
書
の
先
生
で
す
。 

春
の
地
震(

な
い)

男
性
優
位
も
ぐ
ら
つ
い
て 
 
 

正
明 

 
 
 
 
 
  

（
紀
・
健
） 

 
 
 
 

常
態
の
在
宅
勤
務
桜
餅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
  

（
紀
・
天
） 

 

◎
薄
氷
に
風
の
描
く
幾
何
学
模
様 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 
 
  

（
孤
・
盛
） 

 
 
 

◎
日
の
光
愛
ほ
し
む
か
に
雪
割
草 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
  

（
紀
・
孤
） 

 
 
 
 

恋
猫
に
不
要
不
急
の
逢
瀬
な
し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
  

（
び
・
允
） 

 
 
 
 

ぎ
ぎ
ぎ
ぃ
と
鳥
鳴
く
窓
辺
梅
咲
け
り 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 
 
 
 

（
紀
・
た
） 

 
 
 
 

電
柱
を
遊
び
場
と
な
す
雀
の
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 

 

（
紀
・
た
） 

 
 
 
 

タ
イ
ル
染
め
ビ
ル
の
隙
間
に
冬
夕
焼
け 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 

（
紀
・
敏
） 

 
 
 
 

感
染
の
数
を
追
い
つ
つ
春
迎
え 

 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 
 
 
 
 
 

（
紀
・
正
） 

・
・
・
毎
日
の
国
内
感
染
情
報
に
一
喜
一
憂 

 
 

引
鶴
の
声
高
ら
か
に
飛
び
行
け
り 

 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 
 
 
 
  

（
紀
・
昇
） 

 

一
人
居
や
節
分
の
豆
買
ひ
そ
び
れ 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 
 
 
  

（
紀
・
千
） 

 
 
 
 

余
生
と
は
い
つ
の
日
の
こ
と
冴
返
る 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 
 
 
 

（
紀
・
天
） 

 
 

春
泥
に
七
半
飛
ば
す
女
子
大
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 

（
紀
・
堂
） 
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一
点  

冴
返
る
東
北
な
ゐ
の
余
震
ま
た 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 
 
 
 

（
五
） 

孫
娘
鬼
滅
衣
装
で
豆
を
撒
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

蕾
抱
き
二
月
の
樹
木
始
動
せ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

如
月
や
経
費
少
な
き
年
な
り
き 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

古
家
の
解
体
進
む
風
ぬ
く
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

球
春
や
待
望
久
し
き
応
援
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

オ
プ
ジ
ー
ボ
治
療
受
く
友
冴
返
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

春
の
夜
の
や
す
ら
ぎ
破
る
大
き
地
震 

 
 
 
 
 
 

千
恵          

      

（
紀
） 

「
朧
月
夜
」
の
唱
歌
で
知
る
や
菜
の
花
忌 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

寒
空
に
皓
皓
と
照
ら
す
ウ
ル
フ
ム
ー
ン 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 

（
龍 

未
だ
慣
れ
ず
二
月
の
天
皇
誕
生
日 

 
 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

餌
（
え
）
に
群
れ
て
二
月
の
野
鳥
啼
か
ぬ
な
り 

 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

・
・
・
実
景
。
冬
の
間
毎
日
餌
台
に
各
種
餌
を
出
し
て
や
り
ま
す
。
ス
タ
ー
は
メ
ジ
ロ
と
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ 

 

あ
た
た
か
や
火
の
見
櫓
あ
る
宿
場
町 

 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 
 
 
 
 
 

（
雅
） 

 
 
 
 

お
一
日
木
魚
の
音
の
春
め
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

巣
籠
の
部
屋
に
ひ
と
挿
し
梅
香
る 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 
 
 
 

（
規
） 

籠
居
に
来
る
は
鳥
の
み
春
夕
焼 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

木
の
伐
ら
れ
春
忘
る
町
に
コ
ロ
ナ
跳
ぶ 

 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

梅
白
く
庭
の
日
向
に
歌
い
お
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

神
々
の
声
聞
こ
え
た
り
花
の
森 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 
 
 
 

（
孝
） 

コ
ロ
ナ
禍
の
少
し
収
ま
る
春
の
雨 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

特
訓
の
初
音
の
調
べ
誇
ら
し
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

紅
白
に
咲
き
分
く
る
梅
半
蔵
門 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

待
春
や
唄
う
た
ふ
な
り
「
早
春
賦
」 

 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

身
も
心
も
凍
り
付
き
た
る
夜
（
よ
る
）
の
地
震 

 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

春
節
や
炷
香
（
シ
ュ
コ
ウ
）
奮
発
関
帝
廟 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 
 
  

 

（
紀
） 

釣
果
期
し
黙
々
と
剥
く
餌
浅
蜊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

テ
キ
サ
ス
が
カ
ナ
ダ
に
な
り
ぬ
凍
返
る 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

二
月
や
十
年
前
の
よ
う
な
地
震 

 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

ま
だ
家
に
居
ろ
（
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
）
と
言
ふ
の
か
春
一
番 

仝 
 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

言
祝
ぎ
て
羽
ば
た
く
若
や
卒
業
期 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 
 
 
 

（
紀
） 

§ 

§ 

§ 
 
 

§ 

§ 

§ 

 

【
句 

評
】 

九
点
句 

 

酒
よ
り
も
酒
の
座
恋
し
春
寒
く 

 
 
 
 
 
    

恵
洲 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

浩
さ
ん
・
・
・
実
感
。 

八
点
句 

 

受
験
子
の
父
に
借
り
た
る
腕
時
計 

 
 
     

五
郎
太 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
う
ん
十
年
前
の
思
い
出
で
し
ょ
う
か
？
父
は
子
の
成
功
を
願
い
、
子
は
期
待
に
応
え
る
覚
悟
の 

試
験
‼️
試
験
用
紙
が
配
ら
れ
、
第
一
問
に
目
を
落
と
し
た
瞬
間
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
！ 

 
 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
合
格
を
祈
念
す
る
親
御
さ
ん
の
思
い
、
そ
れ
を
お
守
り
と
し
て
腕
に
巻
く
受
験
生
。
微
笑
ま
し
く

も
緊
張
が
走
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
一
緒
に
祈
り
た
い
。 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
今
時
素
朴
な
受
験
子
で
す
ね
。
き
っ
と
試
験
は
成
功
し
た
で
し
ょ
う
。 
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廃
校
の
備
品
貼
り
出
す
村
の
春 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
近
年
、
廃
校
の
再
利
用
も
若
者
の
手
で
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
村
で
は
ど
う
な
っ
た
で
し
ょ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
か
？ 

 
 
 
 
 
 

雅
夫
さ
ん
・
・
私
の
入
学
し
た
富
山
県
の
村
立
学
校
、
も
う
な
い
で
し
ょ
う
ね
。。 

校
庭
に
搾
油
小
屋
あ
り
島
椿 

 
 
 
 
 
    

び
ん 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
伊
豆
大
島
で
し
ょ
う
か
。
珍
し
い
景
色
を
捉
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

◎
窓
少
し
開
け
立
春
の
朝
に
触
る 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
ま
だ
寒
さ
が
残
る
朝
、
そ
っ
と
窓
を
開
け
て
立
春
の
外
気
に
触
れ
て
み
る
。 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
朝
の
空
気
で
立
春
を
感
じ
る
情
趣
。
「
窓
開
け
て
入
る
空
気
や
春
立
ち
ぬ
」
で
も
。 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
ジ
ュ
ン
ブ
ン
ガ
ク
っ
ぽ
い
表
現
が
好
き
で
す
。 

 

七
点
句 

◎
夢
に
し
か
逢
え
ぬ
人
見
ぬ
今
朝
の
春 

 
 
 

び
ん 

 
 
 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
こ
の
方
が
お
見
え
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う?

 

ハ
グ
す
る? 

今
ど
き
ヤ
バ
イ
で
す 

け
ど∼ 

色
々
想
像
を
掻
き
立
た
せ
て
く
だ
さ
る
句
。 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
夢
に
は
し
ば
し
ば
逢
え
ぬ
人
が
出
て
く
る
。
未
明
の
夢
は
正
夢
と
言
わ
れ
気
に
な
っ
た
り 

す
る
。 

浩
さ
ん
・
・
・
す
で
に
亡
き
人
を
思
う
の
か
、
恋
破
れ
た
人
へ
の
想
い
な
の
か
。
切
な
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。 

 
 
 

ゆ
っ
く
り
と
話
か
け
つ
つ
雛
飾
る 

 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
我
が
家
で
は
、
娘
に
全
部
譲
っ
て
し
ま
い
あ
り
ま
せ
ん
。
代
わ
り
に
小
さ
な
御
内
裏
様
と
お
姫
様 

だ
け
を
飾
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

紫
雲
英
野
に
寝
転
び
宙
の
深
さ
か
な 

 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
春
に
な
り
ま
し
た
ね
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
宙
の
高
さ
で
な
く
深
さ
と
行
っ
た
と
こ
ろ
が
良
い
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
気
分
爽
快
！ 

宙
の
深
さ
に
惹
か
れ
ま
し
た
。 

 

六
点
句 

 

細
枝
の
揺
れ
て
鴬
飛
び
去
り
ぬ 

 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 
 
 
 
 

・
・
・
間
近
で
見
た
枝
先
の
鴬
の
姿
が
忘
れ
が
た
い 

 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
時
に
拙
宅
の
庭
で
も
同
様
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鶯
が
飛
び
去
っ
た
影
と
細
い
枝
が
揺
れ
て
い
る

景
を
素
直
に
詠
ま
れ
て
な
お
余
韻
を
感
じ
こ
の
句
か
ら
も
離
れ
が
た
い
。 

 
 
 

浩
さ
ん
・
・
・
動
き
が
見
え
る
よ
う.

。 

 
 
 

紀
久
男
・
・
・
我
が
家
の
借
景
の
裏
山
は
ゴ
ル
フ
場
で
す
。
鶯
が
好
い
声
な
ん
で
す
が
、
未
だ
本
調
子
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ベ
ラ
ン
ダ
に
雀
に
交
じ
っ
て
パ
ン
屑
を
食
べ
に
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

◎
囀
り
や
保
育
園
児
の
長
い
列 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
秀
逸
で
す
。
囀
り
に
混
じ
っ
て
保
育
園
児
の
甲
高
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
園
の
外
歩
き
は
子
ら
に
緊
張
と
喜
び
を
与
え
る
。
運
転
も
注
意
す
る
と
き
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

規
雄
さ
ん
・
・
園
児
ら
の
黄
色
い
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
ま
さ
に
、
賑
や
か
な
小
鳥 

た
ち
の
囀
り
の
声
で
す
。
気
持
ち
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。 

 

五
点
句 

 

冴
返
る
弟
余
命
二
年
と
や 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

・
・
・
大
腸
の
末
期
癌 

 
 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
季
語
が
上
手
。「
弟
の
余
命
二
年
（
ふ
た
と
せ
）
冴
え
返
る
」
で
も
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知
人
の
消
化
器
外
科
医
が
「
余
命
二
カ
月
は
分
か
る
が
、
そ
れ
以
上
は
分
か
ら
な
い
」
と
話
し 
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て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
予
想
を
裏
切
り
回
復
へ
向
か
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。 

 
 
 
 

 
 

び
ん
さ
ん
・
・
身
辺
の
人
た
ち
が
病
ん
で
ゆ
く
。
身
に
沁
み
る
呟
き
で
す
ね
。「
切
れ
字
」
の
「
や
」
で
下
の
句
を

終
え
る
の
は
難
し
い
と
か
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
三
段
切
れ
で
は
あ
る
し
、
こ
れ
で
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。「
弟
の
二
年
の
余
命
冴
返
る
」 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
あ
ま
り
に
も
辛
い
、
厳
し
い
一
句
。
〝
冴
返
る
〟
の
季
語
は
悲
し
す
ぎ
る
。 

◎
菜
の
花
や
お
染
久
松
三
味
に
乗
り 

 
 
 
  

紀
久
男 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

・
・
・
文
楽
「
野
崎
詣
り
」 

 
 

 
 
    

孤
舟
さ
ん
・
・
・
明
る
く
華
や
か
な
舞
台
。 

 
 

 
 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・ 

東
海
林
太
郎
の
歌
も
聞
い
て
み
ま
し
た
。 

 
 

 
   

健
介
さ
ん
・・・・
古
典
芸
能
に
題
材
を
求
め
た
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
に
敬
服
。
そ
う
、「
お
染
久
松
」
の
野
崎
詣
り
は 

「
菜
の
花
盛
り
」
で
し
た
ね
。 

 
 

 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・・・野
崎
村
の
段
切
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
楽
し
い
。 

 
 

万
病
と
親
し
く
な
り
ぬ
老
い
の
春 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
芭
蕉
の
句
「
カ
ピ
タ
ン
も
つ
く
ば
は
せ
け
り
君
が
春
」
を
思
い
出
し
た
。
病
と
春
は
正
反
対
だ 

が
、
正
反
対
を
取
り
込
む
度
量
の
大
き
さ
、
春
の
大
ら
か
さ
。
旧
か
な
で
「
老
ひ
の
春
」
で 

し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
実
感
籠
っ
て
い
ま
す
ね
。 

鳶
の
輪
の
大
き
く
傾
ぎ
風
光
る 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

恵
洲
さ
ん
・
・
輪
が
大
き
く
か
し
い
だ
と
こ
ろ
を
捉
え
た
写
生
眼
に
拍
手
。 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
江
の
島
吟
行
で
番
鳶
の
見
事
な
輪
舞
を
見
た
こ
と
あ
り
。
季
語
の
斡
旋
も
良
く
素
晴
ら
し
い
句 

で
す
。 

日
脚
伸
ぶ
迷
ひ
し
鉢
の
置
き
所 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

浩
さ
ん
・
・
・
春
近
し
の
雰
囲
気
が
漂
う
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
高
野
山
の
麓
の
機
屋
の
広
い
庭
の
〝
さ
つ
き
（
米
躑
躅
：
コ
メ
ツ
ツ
ジ
）
〟
の
鉢
を
思
い
出
し
ま 

し
た
。 

 

四
点
句 

 

恵
方
巻
き
春
来
る
方
に
口
を
開
け 

 
 
 
 
 
 

忠
彦            

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
一
年
の
始
ま
り
は
、
大
き
く
口
を
開
け
吉
を
取
り
込
み
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

昇
さ
ん
・
・
・
幸
運
を
招
来
す
る
恵
方
巻
。
コ
ロ
ナ
終
息
を
切
望
す
る
句
と
読
み
ま
し
た
。
今
年
の
恵
方
の 

南
南
東
を
「
春
来
る
方
」
と
表
現
し
た
の
が
お
手
柄
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
日
本
の
食
文
化
に
定
着
。
中
七
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
関
西
の
風
習
が
商
魂
で
全
国
区
に
な
り
ま
し
た
。
恵
方
巻
は
季
語
に
も
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う 

で
す
。 

 
 

 

春
寒
し
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
の
鳴
り
止
ま
ず 

 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
コ
ロ
ナ
禍
に
既
に
一
年
。
感
染
者
増
で
医
療
は
逼
迫
。
季
語
と
相
俟
っ
て
、
必
死
の
治
療
と
看
護

が
続
い
て
い
る
様
子
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
表
現
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
現
状
に
胸
が
痛
む
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
夜
勤
看
護
師
は
少
人
数
で
対
応
す
る
為
、
明
け
方
は
疲
れ
切
っ
て
不
機
嫌
で
し
た
。 

 

◎
こ
の
古
道
往
け
ば
鎌
倉
梅
眞
白 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
古
道
と
白
梅
は
鎌
倉
に
相
応
し
い
。 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
関
東
地
方
の
各
地
に
、
い
ざ
鎌
倉
と
い
う
時
に
駆
け
つ
け
る
為
の
「
鎌
倉
道
」
が
残
っ
て
い
る
。 

梅
真
白 

季
語
が
効
い
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
特
選
候
補
で
し
た
。 
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平
坦
（
た
い
ら
）
な
る
道
に
躓
き
春
寒
し 

 
 

恵
洲 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
情
景
が
共
感
で
き
て
良
い 

啓
子
さ
ん
・
・
歳
に
は
逆
ら
え
な
い
足
運
び
の
鈍
化
。
情
け
な
く
も
、
日
常
の
あ
る
あ
る
で
す
が
使
わ
れ
た 

季
語
が
ふ
と
覚
え
た
哀
し
さ
を
告
げ
て
妙
と
感
じ
ま
す
。 

 
 
 
 
  

 
紀
久
男
・
・
・
躓
い
て
転
ぶ
の
は
よ
く
や
り
ま
す
が
、
近
ご
ろ
転
び
方
が
上
手
く
な
っ
た
の
か
（
？
）
怪
我
し
な 

く
な
り
ま
し
た
。 

 
 

楽
友
や
句
友
や
如
何
に
春
を
待
つ 

 
 
 
 
 
 

 

堂
哉 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
楽
友
は
？ 

句
友
は
？ 

私
も
同
じ
心
境
で
す
。 

 

種
を
蒔
く
手
の
し
な
や
か
に
見
と
れ
お
り 

 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
何
の
種
で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
艶
っ
ぽ
い
で
す
ね
。 

 

半
音
上
げ
て
終
わ
る
コ
ー
ラ
ス
春
う
ら
ら 

 
 
 

正
明 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

け
い
子
さ
ん
・
・
半
音
上
げ
て
に
春
ら
し
い
コ
ー
ラ
ス
の
明
る
さ
を
感
じ
ま
す
。 

◎
下
萌
に
若
き
日
想
う
里
の
道 

 
 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
若
芽
の
淡
い
緑
に
、
ふ
る
さ
と
の
幼
友
達
の
顔
が
思
い
浮
か
ぶ
。 

 

◎
雛
出
せ
ば
座
敷
の
奥
に
入
る
日
差 

 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
日
差
し
も
「
お
久
し
ぶ
り
。
待
っ
て
い
ま
し
た
よ
」
と
雛
を
歓
迎
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
薄
暗
い
座
敷
が
雛
を
し
た
ら
、
何
だ
か
明
る
く
な
っ
た
感
じ
か
な
。 

 
 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
雛
祭
り
の
関
連
句
が
少
な
く
な
っ
た
の
は
寂
し
い
で
す
ね
。 

◎
風
強
く
潮
を
押
し
来
て
波
の
花 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

孤
舟
さ
ん
・
・
．「
潮
を
押
し
来
て
」
が
「
波
の
花
」
を
活
写
し
て
い
る
。 

派
手
な
縞
つ
い
買
ひ
に
け
り
春
の
シ
ャ
ツ 

 
 
 

亜
也 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
コ
ロ
ナ
禍
自
粛
で
う
っ
と
う
し
い
日
が
続
く
中
、
春
シ
ャ
ツ
に
粋
な
縞
を
選
ん
だ
作
者
の
気
持 

ち
は
よ
く
分
か
る
。 

 
 

諍
（
い
さ
か
）
ひ
て
離
れ
て
投
げ
足
下
萌
ゆ
る 

 

け
い
子 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
男
女
の
仲
か
な
。
本
気
の
喧
嘩
で
は
な
い
の
で
少
し
離
れ
て
い
る
だ
け
。
本
当
は
好
き
同
士
で

は
？ 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
で
す
。 

 
 

春
寒
や
夢
二
の
女
（
ひ
と
）
の
長
き
首 

 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
季
語
が
誠
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
六
、
七
年
前
に
夢
二
の
生
家
を
訪
ね
ま
し
た
。
飾
り
気
の
な
い
、 

ひ
っ
そ
り
と
し
た
佇
ま
い
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
春
寒
と
夢
二
、
そ
の
人
の
書
く
は
か
な
げ
な
女
性
の
う
な
じ
を
合
わ
せ
ら
れ
、
一
瞬
に
し
て
夢
二

の
世
界
に
連
れ
て
行
か
れ
る
よ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
類
想
句
が
あ
り
そ
う
で
す
。 

 
 

春
う
ら
ら
病
院
帰
り
は
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー 

 
 
 
 

天
牛 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

眞
希
子
さ
ん
・
・
た
と
え
一
病
を
抱
え
て
い
て
も
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
た
い
、
食
べ
る
と
い
う
こ
と
に
生
命

の
躍
動
感
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

千
恵
さ
ん
・
・
い
い
天
気
に
診
断
結
果
も
良
く
て
今
日
は
蕎
麦
じ
ゃ
な
く
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
だ
な
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
気
が
出
た
気
分
が
季
語
と
も
マ
ッ
チ
し
て
る
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
検
査
結
果
が
良
か
っ
た
の
で
ヘ
ル
シ
ー
じ
ゃ
な
く
て
も
ち
ょ
っ
と
はO

K
…

と
理
解
し
ま
し
た
。 

こ
れ
も
春
の
誘
う
気
分
か
も
。 

紀
久
男
・
・
・
恢
復
に
向
か
っ
て
足
取
り
軽
く
マ
ッ
ク
で
買
い
物
。
季
語
が
ぴ
っ
た
り
で
す
。 
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三
点
句 

い
つ
の
間
に
届
か
ぬ
高
さ
辛
夷
咲
く 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
モ
ク
レ
ン
科
は
結
構
大
き
く
な
る
し
樹
冠
に
花
が
付
く
感
あ
り
。 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
辛
夷
は
や
は
り
仰
ぎ
見
る
の
が
い
い
で
す
ね
。
毎
春
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
私
に
は
春
が
来
た
と
強

く
印
象
づ
け
ら
れ
る
好
き
な
木
で
す
。 

 
 

魯
山
人
み
む
と
春
陽
に
誘
わ
れ
て 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
都
心
に
住
む
人
は
う
ら
や
ま
し
い
。
か
つ
て
廬
山
人
の
食
器
で
東
山
の
料
亭
で
ご
馳
走
に
与
っ
た
こ

と
を
想
い
出
し
ま
し
た
。 

 

デ
コ
ポ
ン
の
こ
ぶ
を
ざ
っ
く
り
春
近
し 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
中
七
の
表
現
が
い
い
で
す
ね
。 

 

雨
戸
繰
る
実
に
立
春
や
日
の
光 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
雨
戸
を
繰
る
、
今
は
見
か
け
る
事
の
少
な
く
な
っ
た
引
き
戸
に
な
っ
て
い
る
雨
戸
で
し
ょ
う
、
一
枚

引
き
開
け
る
と
柔
ら
か
な
、
し
か
し
強
い
光
が
真
っ
す
ぐ
に
差
し
込
ん
で
き
た
。
中
七
の
、
実
（
げ
）

に
と
い
う
言
葉
で 

あ
あ
、
今
日
は
立
春
！
将
に
春
の
光
！
ご
自
身
の
朝
の
目
覚
め
と
春
の
め
ざ
め
が

重
な
る
。
光
溢
れ
る
一
日
の
始
ま
り
を
愛
で
た
い
。 

 
 
 
 
 

浩
さ
ん
・
・
・
最
近
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た
雨
戸
。
な
つ
か
し
い
季
節
の
移
り
変
わ
り
の
風
景
が
う
か
ぶ
。 

 

「
い
ざ
ワ
ク
チ
ン
」
と
蟇
穴
を
出
づ
世
は
眩
し 

 
 

び
ん 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
上
五
の
「
い
ざ
ワ
ク
チ
ン
」
が
と
ぼ
け
て
い
て
俳
諧
味
あ
り
！ 

 
 

 

二
点
句 

梅
見
頃
句
も
詠
み
た
し
と
ワ
ン
カ
ッ
プ 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

浩
さ
ん
・
・
・
気
持
ち
が
わ
か
り
ま
す
ね 

 
 

古
池
へ
鳥
獣
戯
画
の
蛙
跳
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
古
池
と
き
た
ら
蛙
、
す
る
と
私
の
大
好
物
の
鳥
獣
戯
画
が
登
場
し
あ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蛙
を
思
い
浮
か
べ
て
頬
が
緩
み
ま
す
。 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
高
山
寺
の
国
宝
、
何
度
も
拝
見
し
ま
し
た
が
、
芭
蕉
の
有
名
句
に
引
っ
掛
け
て
句
に
詠
ま
れ
る
と
は 

何
と
も
愉
快
で
す
ね
。 

 
 

春
昼
や
好
き
な
ア
リ
ア
に
浸
り
け
り 

 
 
 
 
 

千
恵              

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
椿
姫
」
で
し
ょ
う
か
。
赤
ワ
イ
ン
を
飲
み
た
い
も
の
で
す
。 

 

春
宵
の
一
人
酒
か
な
誕
生
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
独
り
で
祝
杯
と
は
ち
ょ
っ
と
淋
し
い
で
す
ね
。 

◎
ひ
っ
そ
り
と
生
垣
に
咲
く
寒
椿 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
寒
気
の
中
、
健
気
に
咲
く
さ
ま
は
鮮
や
か
。 

 
 

酒
酌
む
も
耳
の
遠
さ
よ
春
夕
べ 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
ご
本
人
が
一
番
辛
い
ん
で
す
よ
ね
。
上
手
く
句
に
詠
ま
れ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

駆
け
回
る
幼
児
の
笑
み
春
の
空 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
幼
子
の
は
し
ゃ
い
で
い
る
様
子
を
上
手
く
捉
え
て
い
て
楽
し
い 

 
 

春
の
地
震(

な
い)

男
性
優
位
も
ぐ
ら
つ
い
て 

 
 

正
明 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
時
事
俳
句
と
し
て
面
白
い
作
品
。 

 

◎
薄
氷
に
風
の
描
く
幾
何
学
模
様 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
水
面
を
渡
る
風
に
歪
み
、
や
が
て
は
解
け
て
ゆ
く
儚
さ
。 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
幾
何
学
模
様
は
新
し
い
発
見
か
。
早
春
の
一
時
を
上
手
く
つ
か
ん
だ
佳
句
。 

◎
日
の
光
愛
ほ
し
む
か
に
雪
割
草 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
寒
さ
に
耐
え
る
よ
う
に
咲
く
花
は
い
か
に
も
可
憐
で
日
の
光
を
甘
受
し
て
い
る
。 
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恋
猫
に
不
要
不
急
の
逢
瀬
な
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

び
ん
さ
ん
・
・
昨
日(2/28)

の
「
日
経
の
文
化
欄
」
に
夏
井
い
つ
き
先
生
の
「
悪
態
俳
句
の
す
す
め
」
と
言
う
随
想

が
あ
り
、
お
弟
子
さ
ん
の
こ
ん
な
句
を
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
ほ
っ
と
い
て
く
れ
よ
恋
猫
な
ん
だ

か
ら
」・
・
・
丁
度
「
不
要
不
急
」
と
読
み
合
わ
せ
て
思
わ
ず
く
す
り
。
猫
の
恋
は
時
も
処
も
選
ば
ず

天
下
御
免
の
よ
う
で
す
ね
。 

と
こ
ろ
で
同
紙
の
黒
田
杏
子
選
「
俳
壇
」
で
は
、「
ご
注
意
を
！
マ
ス
ク
は
季
語
で
は
な
く
な
り
ま
し 

た
」
そ
う
で
す
。
何
を
い
ま
さ
ら
。
伝
統
文
芸
は
時
勢
に
処
す
る
に
鈍
で
す
ね
。 

 
 

ぎ
ぎ
ぎ
ぃ
と
鳥
鳴
く
窓
辺
梅
咲
け
り 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
梅
の
蜜
を
吸
う
の
は
目
白
と
鵯
で
す
が
、
こ
の
啼
き
方
は
鵯
の
よ
う
で
す
ね
。
目
白
を
追
っ
払
う
の

で
好
き
に
な
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

電
柱
を
遊
び
場
と
な
す
雀
の
子 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
近
頃
ス
ズ
メ
を
見
か
け
る
の
が
少
な
く
な
り
一
寸
気
に
な
り
ま
す
。
電
柱
は
烏
も
来
ま
す
か
ら
要
注

意
で
す
。 

 
 

タ
イ
ル
染
め
ビ
ル
の
隙
間
に
冬
夕
焼
け 

 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
都
心
で
は
よ
く
見
か
け
る
光
景
を
句
に
作
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

一
人
居
や
節
分
の
豆
買
ひ
そ
び
れ 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
い
つ
も
は
ご
家
族
同
居
だ
っ
た
の
に
一
人
留
守
番
し
て
い
ま
す
と
こ
ん
な
こ
と
に
。 

 
 

春
泥
に
七
半
飛
ば
す
女
子
大
生 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
何
で
女
子
大
生
と
分
か
っ
た
の
か
な
？ 

 

一
点
句 

球
春
や
待
望
久
し
き
応
援
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
選
抜
の
高
校
野
球
、
そ
し
て
ト
ラ
キ
チ
待
望
の
「
六
甲
お
ろ
し
」
待
た
れ
ま
す
。 

オ
プ
ジ
ー
ボ
治
療
受
く
友
冴
返
る 

 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
   

紀
久
男
・
・
・
最
先
端
の
高
額
治
療
。
助
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。
季
語
が
効
い
て
お
り
ま
す
。 

「
餌
（
え
）
に
群
れ
て
二
月
の
野
鳥
啼
か
ぬ
な
り 

 

恵
洲 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
実
景
。
冬
の
間
毎
日
餌
台
に
各
種
餌
を
出
し
て
や
り
ま
す
。
ス
タ
ー
は
メ
ジ
ロ
と
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ 

 
 

 

紀
久
男
・
・
・
冬
場
の
野
鳥
は
句
の
通
り
殆
ど
啼
き
ま
せ
ん
が
、
山
雀
は
餌
を
ね
だ
っ
て
網
戸
に
掴
ま
り
ま
す
。 

ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
掌
に
ひ
ま
わ
り
の
種
を
載
せ
る
と
取
り
に
来
ま
す
。
四
十
雀
は
山
雀
の
お
こ
ぼ 

れ
を
食
べ
ま
す
。
目
白
は
蜜
柑
が
好
き
で
、
食
卓
に
置
く
と
取
り
に
来
ま
す
。 

あ
た
た
か
や
火
の
見
櫓
あ
る
宿
場
町 

 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

雅
夫
さ
ん
・
・
私
の
住
ん
で
い
る
枚
方
も
こ
ん
な
町
で
す
。 

籠
居
に
来
る
は
鳥
の
み
春
夕
焼 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
我
が
家
も
同
様
で
す
。
コ
ロ
ナ
収
束 

待
ち
遠
し
い
。 

木
の
伐
ら
れ
春
忘
る
町
に
コ
ロ
ナ
跳
ぶ 

 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
団
地
の
玄
関
の
大
欅
が
病
気
で
伐
ら
れ
た
ま
ま
一
年
経
ち
ま
し
た
。
句
の
通
り
春
の
芽
吹
き
も
な

く
、
コ
ロ
ナ
蔓
延
っ
て
お
り
ま
す
。 

梅
白
く
庭
の
日
向
に
歌
い
お
り 

 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
梅
が
歌
う
と
い
う
表
現
が
斬
新
で
面
白
い
。 

紅
白
に
咲
き
分
く
る
梅
半
蔵
門 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
門
の
左
右
に
紅
白
梅
あ
る
の
か
、
一
本
に
両
方
咲
い
て
い
る
の
か
、
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

半
蔵
門
が
効
果
的
で
す
。 
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身
も
心
も
凍
り
付
き
た
る
夜
（
よ
る
）
の
地
震 

 

規
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
東
京
は
震
度
３
で
し
た
が
怖
か
っ
た
。 

 

テ
キ
サ
ス
が
カ
ナ
ダ
に
な
り
ぬ
凍
返
る 

 
 
    

亜
也 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
電
力
パ
ン
ク
の
テ
キ
サ
ス
が
気
の
毒
。 

  
 
 
 
 

§ 
 

§ 
 

§ 
 

§ 
 

§ 
 

§ 

 

次
回
青
葉
会 

 

・
三
月
二
十
五
日
（
木
） 
午
後
一
時
半 

～ 

午
後
五
時 

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

 
 
 

当
季
雑
詠
５
句 

 

投
句
は
３
句
ま
で
。 

 
 

 

◎
緊
急
事
態
宣
言
が23

日
（
日
）
ま
で
延
長
に
な
り
ま
し
た
。
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
を
使
う
の
は
こ
の25

日
が
最
後 

 
 
 
 

に
な
り
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

 

令
和
三
年
二
月 

青
葉
会
報 

一
、 

三
か
月
連
続
のWEB

句
会
で
天
牛
さ
ん
は
じ
め21

名96
句
の
投
句
頂
き
、
ご
覧
の
よ
う
に
恵
洲
さ
ん
、
五
郎
太
さ 

ん
、
び
ん
さ
ん
、
盛
雄
さ
ん
が
好
成
績
で
し
た
。
先
月
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
弘
子
さ
ん
退
会
に
は
皆
さ
ま
シ
ョ
ッ
ク 

だ
っ
た
よ
う
で
、
中
に
は
寂
し
く
な
る
、
納
得
で
き
な
い
と
コ
メ
ン
ト
し
て
来
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。 

眞
希
子
さ
ん
の
選
句
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
万
里
子
先
生
が
２
月23

日
の
天
皇
誕
生
日
に
満92

歳
と
な
ら
れ
、
ご
長
男
の
友
実
さ 

ん
が
施
設
の
リ
モ
ー
ト
で
面
会
さ
れ
、
お
二
人
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ブ
ラ
ウ
ス
に
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
ら
れ
た
由
の
ご 

報
告
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
天
牛
さ
ん
や
弘
子
さ
ん
、
啓
子
さ
ん
、
忠
彦
さ
ん
に
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
転
送
し
ま
し
た
が
、
ご
希
望
さ 

れ
る
皆
さ
ま
に
は
転
送
又
は
コ
ピ
ー
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

次
回
青
葉
会
ご
通
知
欄
に
記
し
た
よ
う
に
、
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は
次
回
が
最
後
に
な
り
ま
す
が
、 

五
郎
太
さ
ん
が
新
著
持
参
さ
れ
ま
す
の
で
、
乞
う
ご
期
待
！ 

 

小
生
の
「
大
向
う
」
に
就
き
ま
し
て
、
正
明
さ
ん
、
堅
さ
ん
、
敏
郎
さ
ん
等
か
ら
ご
感
想
頂
戴
し
ま
し
た
。
感
謝
申
し 

上
げ
ま
す
。 

二
、 

関
係
者
近
詠 

傾
聴
に
徹
し
て
介
護
士
石
蕗
の
花 

 
 
 
 

眞
希
子 
 
 
 

寒
の
月
右
往
左
往
世
を
嗤
ふ
か 

 
 
 
 
 

陽
亮 

ど
う
し
た
ら
「
愛
」
と
い
ふ
も
の
待
降
節 

 
 
 

仝 
 
 
 

そ
の
盛
り
見
ぬ
間
に
紅
葉
散
り
に
け
り 

 
 
 

仝 

コ
ロ
ナ
禍
と
世
代
格
差
と
木
の
葉
髪 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

飛
石
の
こ
こ
を
青
山
冬
の
蝶 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

ふ
さ
ふ
さ
の
大
根
の
葉
も
朝
の
市 

 
 
 
 
 

弘
子 

 
 
 

介
護
五
年
御
用
納
め
の
無
き
五
年 

 
 
 
 
 

仝 

く
っ
き
り
と
木
目
の
板
も
て
北
塞
ぐ 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 

坂
田
藤
十
郎
逝
く 

灯
の
底
に
寄
り
立
つ
人
や
社
会
鍋 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

扇
雀
時
代
を
妻
と
語
ら
ふ
小
春
か
な 

 
 

紀
久
男 

し
ぐ
る
る
や
傘
に
聞
き
た
き
母
の
声 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

お
で
ん
酒
鴈
治
郎
二
代
偲
び
を
り 

 
 
 
 
 

仝 

 
 

 
 

 
 

 

顔
見
世
や
頭
取
部
屋
に
手
土
産
を 

 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―

「
森
の
座
」
二
月
号 

 

寒
の
内
し
ん
か
ん
と
今
朝
始
ま
り
ぬ 

 
 
 
 

規
雄 

 
 
 

亀
鳴
く
や
世
の
片
隅
に
長
ら
へ
て 

 
 
 
 

允
章 

 
 
―
―

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」
３
月
号 

西
村
和
子
選―

 
 
 
 

ゆ
っ
た
り
と
浸
か
る
昼
の
湯
日
脚
伸
ぶ 

 
 
 

仝 

 
 

 
 

 
 

 

ぬ
る
燗
や
ゆ
っ
く
り
暮
れ
る
春
の
空 

 
 
 
 

仝 
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生
き
生
き
と
夢
追
ふ
虎
の
春
キ
ャ
ン
プ 

 
 
 

盛
雄 

 
 
 

如
月
や
ワ
ク
チ
ン
な
し
で
友
快
癒 

 
 
 

紀
久
男 

籠
る
日
を
泰
然
と
生
き
日
向
ぼ
こ 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

選
抜
の
球
児
に
エ
ー
ル
春
を
待
つ 

 
 
 
 
 

仝 

 
 

鬼
貫
の
句
碑
寂
し
か
り
霾
ぐ
も
り 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

積
ん
読
を
断
捨
離
せ
よ
と
枯
木
立 

 
 
 
 
 

仝 

 
 

立
春
や
白
く
眩
し
き
予
定
表 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 

寒
見
舞
伊
丹
御
免
酒
生
一
本 

 
 
 
 
 
  

仝 

 
 

待
春
や
ま
ん
丸
ふ
く
ら
む
雀
た
ち 

 
 
 
 
 
 

仝 

立
春
や
ラ
ジ
オ
体
操
二
十
年 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 

つ
く
づ
く
と
枯
木
に
似
た
り
八
十
路
坂 

 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―

き
さ
ら
ぎ
句
会 

二
月―

―
―
―
―
 

 

三
、 

日
経
俳
壇
二
月 

よ
り
小
生
好
み
を
抄
出
し
て
み
ま
し
た
。 

・
黒
田
杏
子
選 

鬼
火
と
遊
ぶ
津
波
碑
の
雪
を
ん
な 

 
 
 
 

桃
心
地
（
大
船
渡
） 

寒
鴉
マ
ス
ク
咬
へ
て
山
へ
去
り 

 
 
 
 
 

大
成
金
吾
（
愛
知
） 

よ
ろ
け
つ
つ
ま
た
よ
ろ
け
つ
つ
雪
を
掘
る 

 

柳
村
光
寛
（
長
岡
） 

大
寒
に
開
花
宣
言
核
禁
止 

 
 
 
 
 
 
 

桐
谷
篤
輝
（
横
浜
） 

出
雲
人
寡
黙
に
す
す
る
寒
の
そ
ば 

 
 
 
 

原
真
里
子
（
松
江
） 

 

・
横
澤
放
川
選 

万
能
の
ワ
ク
チ
ン
満
載
宝
船 

 
 
 
 
 
 

山
崎 

晃
（
東
京
） 

山
眠
る
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
を
懐
に 

 
 
 
 
 

船
所
信
一
（
松
坂
） 

木
枯
の
夜
は
言
水
は
た
誓
子 

 
 
 
 
 
 

稲
垣 

長
（
み
よ
し
） 

コ
ー
ヒ
ー
の
流
体
力
学
寅
彦
忌 

 
 
 
 
 

小
林
紀
彦
（
高
萩
） 

生
者
死
者
雪
の
匂
ひ
に
す
れ
違
ふ 

 
 
 
 

長
瀬
道
子
（
取
手
） 

若
冲
の
に
は
と
り
猛
る
冬
画
廊 

 
 
 
 
 

渡
邊
邦
晴
（
一
宮
） 

   
 
 

令
和
三
年
三
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 
記 

 


